
大学アーカイブズ活動戦略論

清水善仁

【要旨】

本棚は、兼粁がこれまで考察してきた大学アーカイブズfll!念を実現するためのﾉj法論を、

大学アーカイプズの活動戦略として検討したものである。戦l略とは、III!念と諸沿動を結び

つけるものである。この検討によって、大学アーカイブズの諸涌動がり郷'l!され体系的に把

撫されるとともに、筆者の考える活動戦略の試論を提起することによって、大学アーカイ

ブズの即念と活動の関係性に一定の枠組みを示すことになると考えられる。

兼背は、大学アーカイブズの理念として大学理念の実現を掲げていることから、まず大

学アーカイブズの諸活動と大学理念との関係性を考察した｡ll本の大学アーカイブズ全般

に共通してみられる活動として、「資料の収集・整理・保存・公|淵」「広報・アウトリーチ」

「i淵査研究」「教育」の四件を取り上げ、他方、大学理念の実現要件を「教育」「研究」「社

会連携」「運常」とし、個々の大学アーカイブズ活動がどのような点で大学理念の実現に寄

与するかをIﾘl確にした。あわせて、こうした大学アーカイブズ理念を実現するために、今

後とくに亜祝すべき重点施策として、記録管理・社会連携・アーカイブズ学教育の三点を

挙げ、その意義や可能性について検討した。最後に、そうした戦略の存在か、大学アーカ

イブズの評価にかかわって意味を持ってくるのではないかと指摘した。
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1．はじめに

1.1課題設定

筆者はこれまで大学アーカイブズの理念に関する検討をおこなってきた')。大学にしるアー

カイブズにしる組織に理念が必要なのは、それが組織の諸活動の'二l的を鮫も的確にあらわして

l)「大学アーカイヴズ理念論序説-SAAガイドラインを手掛かりに－」（｢京都大学大学文書館研究紀

要」第6号、2008年)、および「大学アーキヴイスト論」（｢京都大学大学文ill冒館研究紀要」第8号、

2010年)。なお、アーカイブズにおける理念の重要性については、富永一也「われわれのアーカイ

ヴズ」（｢京都大学大学文書館研究紀要」第2号、2004年）を参照のこと。
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いるからである。われわれの組織は何のためにその活動をおこなっているのか、それを確認で

きる存在なり指標が、理念である。前稿で指摘したように、国立大学アーカイブズの諾規程で

は、アーカイブズの活動それ|‘|体が||的として位置づけられており2)、それらの活動をおこな

うことで何を目指すのかという部分が明確になっていない組織がほとんどであった。筆者･は、

組織の理念として活動の先に||指す姿をIﾘlらかにしてこそ、個々の活動に対する｜|的意識が職

員間に共有され、かつモチベーションも高まると考えており、それが結果としてアーカイブズ

活動の活性化や親組織に対するアーカイブズ認識の拡がり等にも繋がるものと考えている。そ

のような問題意識から筆者はこれまで大学アーカイブズの理念を検討課題とし、その過程で筆

者なりの理念を以下のように規定してきた。

大学という教育・研究機|則に設置されたアーカイブズ組織は、みずからの大学組織にかか

わる各種資料の収集・整理・保存・公開・調査研究というアーカイブズの基盤的機能の着

実な遂行の上に、さらに教育活動をおこなうことによって、大学組織の維持・発展を支え

るのみならず、大学理念の実現の一翼を担うより主体的な存在を目指す。

筆者が考えるこの理念が、これまでの大学アーカイブズの理念規定にかかわる研究3）と異

なるのは、大学アーカイブズをより能動的な存在として位置づけ、大学資料の埼実な保存・継

承と同時に、大学理念の実現を担う役割を果たすことを強調している点である。糸ll織の一員で

ある以上、アーカイブズとしての使命を全うすることはもとより、そのことを通して親組織が

有する理念の実現にも寄与すべきであり、これは決して大学に限った話ではない。大学アーカ

イブズの視点でこの議論を位樅づけるならば、アーカイブズの基盤的機能である資料の収集・

整理・保存・公|淵・調査研究に加え、教育活動をその機能に積極的に取り入れているべきと考

える。そしてそのことは、行政や企業のアーカイブズとは異なる大学アーカイブズl古|有の理念

の提示にもなっている。

このような大学アーカイブズ理念を規定した上で、次の課題として浮上してくるのは、では

その理念をどのようにして実現するか、ということである。そのためには大学アーカイブズの

諸活動を改めて整理し、理念との関係を確定した上で、個別具体的な施策を検討しなければな

らない。そしてこの手続には、理念と活動を最も効果的な形で連繋づけるための戦略的な考え

2）前掲拙稿「大学アーカイヴズ即念論序説-SAAガイドラインを手掛かりに－｣。なお、j!1該論文で

は論文執筆時点の|茎l立入学アーカイブズの規程を取り上げているが、2009年公布・2011年施行の

「公文書等の管理に関する法椛」（以下、公文書管理法）による「国立公文書館等」への指定にと

もない、一部の大学アーカイブズでは規程が改正された。そこで、本稿執筆にあたり改正された

規程を改めて確認したが、前掲論文における基本的な趣旨を変更する必要はないと考えている。

3）例えば、西山伸は大学アーカイブズの理念を「現在に至る大学の機関としての営みを表す記録を

適切に管理することで、大学内外の研究・教育および大学の管理運営に寄与し、そのことを通じ

て社会に貢献すること」（｢京都大学大学文書館一設置・現状・課題一」［｢<研究叢茜第3号〉大学

アーカイヴズの設立と運営」全国大学史資料協議会、2002年])と、折田悦郎は大学アーカイプズ

を「大学が生産（授受）した事務文書を中心に収集し、それを学内外の利用に供するとともに、大

学自身のアカウンタビリティ、アイデンティティの“場”となる全学的な組織」と位置づけてい

る（｢国立大学アーカイブ私論一現状と課題一」［｢大学アーカイヴス機能についての基礎的研究一

「大学改革」との関連において｣、平成14．15年度科学研究費補助金（基盤研究(B)(2))研究

成果報告書、2004年])。
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方が不可欠になる。そこで本稿では、この「戦略」という概念に焦点を>'1て、理念を実現する

ための大学アーカイブズ活動の戦略論を提示してみたい。

1.2分析視角：「戦略」とは何か

そもそも、大学アーカイブズ活動の戦略論とはどのようなものなのだろうか。手掛かりとし

てまずは「戦略」という言葉の定義を確認しておこう。小学館編「ll本II(I語大辞典」で「戦略」

を引いてみると、次のような意味が載っている。

①いぐさのはかりごと。特に、戦いに勝つための大局的な方法や策l略。峨術より上位の概

念。②あるII的を達成するために大局的に事を運ぶ方策。特に、政治|州争．、企業競争なとﾞ

の長期的な策略o4)

①は職争･の際の「軍事戦略」等の意味に該当し、②は「経営戦|略」や「Fil家職略」等の意味

で用いられる。アーカイブズ活動を戦略的に捉える際の定義もむろん②である。アーカイブズ

の理念を達成するために大局的に事を運ぶとすれば､当然そこには方向性や典体的施策の整理・

体系化が必要となる。その作業によってアーカイブズの活動戦略を明示し、それに沿った活動

を展開することで、理念達成を図るのである5)。その戦略化の作業を、大学アーカイブズを事

例として理論的に考察するのが本稿の分析視角となる。なお、本稿では活動形態等の点で妓低

限の要素に限定した戦略論を提示している。それは、本稿で筆者なりの活動戦略の試論を提示

することで、その普遍化に向けた議論の基礎とすることを意図しているからである。

この間の大学アーカイブズ研究では、個々のアーカイブズ活動についての提示や考察の深化

がみられる一方で、一定の理念に沿った活動の体系化に関する研究はそれほど進んでいないと

いう現状かある。アーカイブズの個々の活動は、決してそれのみ単体で存在するわけではなく、

相互に有機的な繋がりを維持するなかでおこなわれるものと考えている。例えば、親組織から

の文書の移管とアーカイブズの展示活動。両者は直接的な繋がりは無いように一兄思われるが、

移杵された文書のなかから、これまで埋もれていた組織の歴史を再発見し、それを腱示に活か

すことは充分有り得ることであり、これは広報活動やレファレンス等にも通底する議論である。

そのような愈味でも、アーカイブズの個々の活動を体系的に捉えなおし、大学アーカイブズの

活動戦|略として再定義することで、アーカイブズの理念を実現するためのより|ﾘl確な方向性が

把握されるのではないだろうか。

では、大学アーカイブズの先行研究における戦略論について振り返ってみる。これまでこの

分野について積極的な発言をしてきたのは小池聖一である。小池は自身の所属する広島大学文

書館の事例から、大学アーカイブズの戦略論を提起しており、その内容は重要である6)。ただ

4）小学館編・発行『日本国語大辞典」第2版、2001年、第8巻、185頁。

5）樹永一也は前掲「われわれのアーカイヴズ」において、「そもそも、アーカイヴズ事業が、その組

織の記録を対象とし、組織の興隆や衰亡とも関係するからには、アーカイヴズ理念論は、またす

ぐれた組織戦略論でなければならない」と述べている（45頁)。

6)｢IKI立大学法人化のなかの大学文書館一広島大学文書館の設立と問題点一」（｢京都大学大学文書館

研究紀要」第3号、2005年)、「大学文書館論一広島大学文書館を一例に－」（｢広島大学文書館紀

要」第9号、2007年、のち小池著「近代日本文書学研究序説」現代史料出版、2008年に収録)、「大

学文書館のサービス戦略」（｢情報の科学と技術』第58巻第11号、2008年）等。
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し、上記の通り広l;j大学文I1I:館の事例を基礎としたものであるため、個々の論点には説得ﾉJが

あるものの、IFl･公・私立を含めた大学アーカイブズ全般にどの程度蒋遍化できるかという

点について別途検討が必要である。また、菅真城はアーカイブズ理念論を念蚊に世きつつ、や

はり戦略策定の必要性を提起している7)。例えばトータル・アーカイブズヘの意識や資料への

アクセス等、個々の活動にかかわる論点にも触れており、菅の主張である「教育研究」という

視点に立脚した議論を腱附している。しかし、菅の議論も個々の活動か大学アーカイブズの理

念と具体的にどのように関係づけられるか、という点についての体系的な提示がない8)。

ところで、アーカイブズの成立過程や活動実態の多様性の観点から、一定の枠組みにアーカ

イブズの活動を嵌め込み、それを|古l定的ないし硬直的に捉えることへの批判がある。しかし筆

者は、そうした枠組みのないままに大学アーカイブズ論を進めることか、却って大学アーカイ

ブズの姿を暖昧なものにさせてしまうのではないか、との危‘|具を持っている。兼粁は一定の枠

組みを提示し、それをll々の活動実践やアーカイブズ職員等の研究に基づいて磨き上げていけ

ばよいと考えている。その意味で本稿は、そうした枠組みを考える上での一つの考え方の提案

なのである。

2．活動戦略の策定

2.1戦略策定の前提

先に示した筆者の大学アーカイブズ理念では、「大学組織の維持・発展を支えるのみならず、

大学理念の実現の一翼を担う」ことと規定している。ここで一つ明確にしておくべきことは、

「大学組織の維持・発展を支える」とはどういうことなのか、そして「大学理念の実現の一翼

を担う」というときの大学の理念とは何か、ということである。これらの文言の意味を明確に

しておかなければならないのは、これが活動戦略の最終的な目標だからである。つまり、目標

の意味が明確でなければ、戦略の策定のしょうがないのである。

2.1.1大学組織の維持・発展を支えるということ

この「大学組織の維持・発展を支える」という規定については、筆者が別稲9)で検討した米

国アーキビスト協会(SocietyofAmericanArchivists、以下、SAA)の大学アーカイブズ部会が

1999年に策定した「大学アーカイブズのためのガイドライン」(GuidelinesfOrCollegeand

UniversityArchives)I(')の考えﾉjにヒントを得ている。同ガイドラインの詳lllは先記別柚を参照

願いたいが、そこで示された大学アーカイブズの理念は下記のようなものである。

7）「｢自己点検・評illi｣･「教育研究」と大学アーカイブズ」（｢アーカイブズ学研究」第8号、2008年)、

「ポスト年史編纂でない大学アーカイブズの設立一大阪大学文書館スタートのために－｣(｢記録と

史料」第16号、2009年)、「大学アーカイブズの社会的使命」（｢<研究叢書第11号〉大学史の社会的

使命」全同大学史資料協議会、2010年)。

8）その他、アーカイブズの戦略について触れた論考に、鈴木秀幸「大学史および大学史活動の研究」
日本経済評論社、2010年、高山正也「情報サービス論的視点からのアーカイブズ経営学序説：マ

ニフェストとして」（｢北の丸」第39号、2006年）等がある。

9）前掲拙稿「大学アーカイヴズ理念論序説-SAAガイドラインを手掛かりに－｣。

10)http://www2.archivists・org/standards/guidelines-fOr-college-and-university-archives
［参照2011-09-26]。なお、以下は引用者による私訳である。
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アカデミック・アーカイブズの基本的な目標は、組織の教育任務を支えることによって、

組織の生き残りと成長を援助することにある。

そしてこの理念を実現するために、大学が有する任務・機能のなかで大学アーカイブズが担

うべき項llが下記のように示されている。なお、行論の便宜上数字を付している。

アーカイブズは、教育のために組織が担う任務のうち、以下の任務を担う。

①全体の櫛造を規定し、維持する機関を支えること。

②どんな証拠が重要かを決定することによって、またその荊l織がそのような証拠を作るこ

とを確実にすることによって、また所在やフォーマットに|則わらず、その証拠を保存す

ること。

③組織の砿要な証拠を保存すること。

④内部的かつ広範囲にわたるコミュニティに、組織の任務を進める怖報を提供すること。

⑤教育椚動を支え、かつ適切なカリキュラムの強化をおこなうこと。

⑥怖報へのアクセスを通して、教員、学生、他の学者の研究柄動を支えること。

⑦発見と知識の普及を通して、更なる理解を促進すること。

さらに、その実現のための具体的な施策も記されているが、それらは資料の'受け入れや評価

選別、編成・記述等、いずれもアーカイブズ活動そのものである。つまり、アーカイブズ活動

それ「1体が大学の任務・機能として認識されており、アーカイブズ活動をおこなうことかその

まま「教育任務を支え｣、かつ「組織の生き残りと成長を援助する」という理念に繋がるのであ

る。本稿における「大学組織の維持･発展を支える」という言葉の理解もこうした考え方に依っ

ているOd

2.1.2大学の理念とは

ではもう一方の大学の理念について。まずは法律的な観点から大学の即念について確認して

おこうll)。学校教育法第83条では、大学の理念を次のように規定している。

第八十三条大学は、学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専|!ﾘの学芸

を教授li)|究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させることをlll'19とする。

2大学は、その'1的を実現するための教育研究を行い、その成災を広く社会に従供する

ことにより、社会の発展に寄与するものとする。

大学というところを「広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道

徳的、及び応)ll的能力を展開させる」組織として理念規定している。そのために教育・研究な

らびにその成果の社会への提供を通して、社会の発展に寄与することが求められている。すな

わち、大学理念実現のための要件として「教育」「研究」「成果の社会への提供」（以下「社会連

携｣'2))を挙げているのである。

ll)大学の理念を法律的な視点から指摘したものに、前掲菅「｢自己点検・評価」・「教育研究」と大学

アーカイブズ」がある。

12)「成果の社会への提供」ということを現在の大学の多くが「社会連携」という言葉によってあらわ

している。よって本稿でも上記の意味を示すものとして「社会連携」の語をM1いる。なお、国立

大学法人に限って言えば、国立大学法人法では、法人の業務として「公|;M織座の|淵設その他の学

生以外の者に対する学習の機会を提供すること」（第22条4）のように、社会連挑に関する事項を

Iﾘl記している。
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ところで、法律に基づくこうした大学の理念規定あるいは理念実現要件とは別に、それぞれ

の大学でも独自にその理念を有している。すべての大学の共通理念は学校教育法に規定される

ところではあるが、建学の精神や特定の学芸等に基づき各大学が独自の理念を規定しているの

であれば、その大学に付属するアーカイブズは、その理念の実現にも力を注ぐべきであろう。

ただ先記の通り、本稿はあくまで最低限のレベルの活動戦略を策定することが目的であるから、

個別あるいは特有の理念については個々の大学アーカイブズが考察すべき事項であり、本稿で

はとくに触れない。ただし、国立大学法人の理念については紙幅を割いておきたい。というの

は、すべての国立大学法人に共通するわけではないが、各大学が規定する理念のなかで大学運

営にかかわる項目が立てられており、その内容かアーカイブズ活動に密接にかかわるのである。

どのような規定なのか、一、二の事例を紹介しておこう'3)。

【東京大学】東京大学憲章＞Ⅲ．運営＞18．（学術情報と情報公開）

東京大学は、図壽館等の情報関連施設を全学的視点で盤備し、教育・研究活動に必要な学

術情報を体系的に収集、保存、整理し、構成員に対して、その必要に応じた適正な配慮の

下に、等しく情報の利用手段を保障し、また広く社会に発信することに努める。東京大学

は、自らの保有する情報を積極的に公開し、′|､i'i報の利川に|則しては、高い倫理規範を自ら

に課すとともに、個人情報の保護を図る。

【京都大学】京都大学の基本理念＞運営＞8

京都大学は、環境に配慮し、人権を尊重した運'尚･を行うとともに、社会的な説明責任に応

える。

【小樽商科大学】国立大学法人小樽商科大学憲章>V・運営>12.(情報の開示）

国立大学法人小樽商科大学は，個人情報の保護に努める一方，社会に対し開かれた大学を

目指し，教育・研究・運営上の情報を可能な限り開示する。

大学理念のなかに「運営」という項LIが立てられ、そこで情報公開や説明責任について明記

されている。情報公開や説明責任という言葉は、周知の通りアーカイブズの存在意義や必要性

を説明する文脈でも使用されてきたものであり14)、筆者もその点は重要であると考えている。

したがって、学校教育法で規定するところの「教育」「研究」「社会連携」に加え、とりわけ国

立大学法人の場合には、情報公開や説明責任を含意した「運営」という視点も不可欠になって

くるだろう。

なお、このことは私立大学のアーカイブズが「運営」の視点を取り入れなくてもよい、とい

うことを是認するものではない。大学の理念にそれらの文言が入っていなくとも、アーカイブ

ズ自身の存在役割として情報公開や説明責任が指摘されていることは論を俟たず、かつ、私立

大学もまた社会的な存在として社会に対して一定程度の責任を負っていると考えれば、説明責

任や情報公開にかかわる「運営」の観点も積極的に位慨づけるべきであると考える。その意味

で言えば、明治大学史資料センターが掲げる「|-I標」は、組織の役割に情報公開の視点を盛り

13）出典は以下の通り。（東京大学)htip://www.u-tokyo.ac.jp/genO2/bO4-03｣.hml[参照2011-09-26]、
（京都大学)http://www.l,'oto-u.ac.jp/ja/proflle/intro/ideals/basic/[参照2011-09-26]、（小樽商科

大学)http://www・otaru-uc.ac.jp/hsyomul/gakuho/H163/kiteil.htm[参照2011-09-26]

14）例えば、安藤正人「アーキビスト教育論」（国文学研究資料館史料館編「アーカイブズの科学」上、

柏書房、2003年）等。
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込んでおり、高く評価すべきであると考える15)。

2.1.3小括

学校教育法等を通して大学の理念を確認したとき、その実現要件として「教育」「研究」「社

会連携」「運営」のlﾉﾘ項Hがあることが看取できた。このlﾉﾘ要件を翻ってSAAガイドラインに示

された大学アーカイブズの担うべき任務と比較してみると、実はすべての任務が当該PII項目に

合致するのである。やや大雑把に分類すれば、①②③＝連衡、④⑦＝社会連挑、⑤＝教育、⑥

＝研究、である。このように共通の方向性か示されるのであれば、アーカイブズ活動を大学理

念に照らして戦略的に実行していけば、「大学組織の維持・発腱を支える」ことにもなるし、「大

学理念の実現の一翼を担う」ことにも繋がるであろう。そこで次節では、戦略の策定にあたり、

アーカイブズの個別具体的な活動を取り上げ、それらの活動と上記|ﾉﾘ要件との関係を考察する。

2.2戦略策定の考え方

2.2.1アーカイブズの活動を整理する

戦略策定にあたって、まずは大学アーカイブズにおける活動形態について幣即しておきたい。

日本の大学アーカイブズはみずからの活動としてどのようなものを位|冊づけているのだろうか。

全国大学史資料協議会淵,irll本の大学アーカイヴズ」16)第二部掲赦の大学アーカイブズを対象

に、各機関かおこなっている活動内容からその傾liﾘを確認したもその,'i采、多くの機関で共通

しておこなっている渦動は、おおよそ以下の四点に収敞された。

①資料の収集・整理・保存・公開

親組織の事務文ill:(II(I立大学法人等であれば法人文i'l:)*|:ﾘ行物搾の継続的な移管なら

びに大学関係資料の収集、またそれら資料の整理(II録細成．記述作業）と保存および

公開（閲覧やレファレンスへの対応も含む)。

②広報・アウトリーチ'7）

ニューズレターの発行やホームページの構築等による情報発信、大学史等にかかわる展

示および講座・講演会の開催等。

③調査研究

自校史を含めた大学史・高等教育史ならびにアーカイプズ学等に関する調査研究活動

（研究紀要や資料集の発行も含む)｡

④教育

いわゆる「''1校史教育」やアーカイブズ学教育等、大学アーカイブズが主体．中心と

15）明治大学史資料センターは、’1標の第三項目に「情報のサービス」を挙げ、以ドのように規定し

ている。「問い合せへの応対、腱示や出版等によるサービス業務はいうまでもない。さらに公的機

関では義務付けられた、いわゆる情報公開に向けて準備をしている｡」（前掲鈴木「大学史および

大学史活動の研究」17ri)

16）全国大学史資料協議会編「日本の大学アーカイヴズ」京都大学学術III版会、2005年。

17）「広報」と「アウトリーチ」の語義の相違については、拙稿「アーカイプズにおけるアウトリーチ

活動論一大学アーカイプズを中,L,として－」（｢アーカイプズ学研究」第14号、2011年）を参照さ

れたい。
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なっておこなう教育活動（博物館実習等の実習生の受け入れも含む)。

上記の|ﾉﾘ項llを大学アーカイプズの主要な活動と位置づけ、これらの活動が大学理念実現の

ための|ﾉﾘ要件にどう|則係づけられ、かつそれに貢献できるかについて考察してみたい。

2.2.2大学アーカイブズの主要活動と大学理念実現要件との関係

I)1項で示した火学アーカイブズ主要Iﾉﾘ活動と大学理念実現lﾉﾘ要件の|則係性を示したものが下

記の【概念図】である。州門勤から出ている矢印は、当該活動がその要件に貞献できる、とい

う懲味である。すなわち、「盗料の収集・整理・保存・公開」の活動はIﾉﾘ要件すべてに矢印が向

かっていることから、すべての要件に貢献が可能という意味である。では、それぞれの活動が

どのような点で各要件に貢献できるのかを考えていきたい。

①資料の収集・整理・保存・公開

A,運営

○親組織からのり‘務文III:や各種刊行物の移管と整理および公開によって、大学に求めら

れる説Iﾘ峨任や情報公開の責務を果たすための基盤を整備することができる。

○大学にかかわる個人や組織・剛体等の資料（以下、個人資料）の収集と整理・公開に

よって、4f務文ﾊ:や刊行物だけでは復元できない組織の歴史を照射し、以て事務文書

や各樋刊行物と|司様に、､'1該大学にかかわる説明責任や情報公開の基盤とすることが

できる。

OPji務文III:．fﾘ行物・個人資料の移管ないし収集によって、説lﾘl黄任や情報公開といっ

た大学外に対する対応のみならず、大学内の人々とりわけ教uやりi務職貝にとって、

過去の業務の先例確認や今後の業務計画構築のための検討素材、さらには各種証明の

証拠il}:類としてアーカイブズの所蔵資料を活用できる態勢を整備することができる。

B,社会連携

○猟務文ilド・|:ﾘ行物・個人資料の公開によって、そこに含まれる大学の教育・研究の状

大学理念の実現

大学アーカイブズ

【概念図】
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況や成果を広く社会に提供できるようなﾉIL盤を幣備することかできる。

C,研究

○事務文ill:･刊行物･111il人衝料の公lIMによって、アーカイブズの利用者がそれらの資料

を』ILに〃|究椚動をおこなうﾉIL樅を樅1111iすることができる。

○資料の幣III!(とくに卿,i成・記述）の際に、資料の1II所糾織の歴史や構造等に関する研

究をおこなうことによって、資料の公開・利川の際の便宜を高めると同時に、アーカ

イブズ職11によるそうした研究''1体が》I1該組織等にかかわる歴史学的・アーカイブズ

学的研究に寄jjbすることができる。

D,教育

OPH務文ili:．刊行物・1|古|人盗料の移符・収集・公開によって、それらアーカイブズの所

蔵賓料が学内における教育涌肋で活川されるような蕪盤を整備することができる。

資料の収集・整III!・保存・公|淵については、やはり運営の部分で大きな貢献がﾛI能となる。

学外に対する説|ﾘ臓任・4li'i報公開のL'(務を果たすという意味での大学理念実現への貢献もさる

ことながら、学内教職貝にとってのアーカイブズの存在意義への視点も決して軽視してはなら

ないだろう。アーカイブズはｲlIよりもまず、組織内の人々に対してその必要性や存在意義を理

解してもらう必要があり、アーカイブズの親組織業務への寄与はその観点で重要である18)。さ

らに、IKI立大学法人に特記して言えば、アーカイブズあるいは記録管理の的確な運用が、公文

書管理法に規定する条項の遵守に寄与するということも挙げられる。むろん、公文書の適切な

管理を規定した公文諜符理法を遵守することが、結果として情報公開や説明責任の態勢を整備

することにも繋がるわけであり、ある意味表裏一体のものでもある。その意味では、国立大学

法人に限らず私立大学等も對該組織の記録祷理の的確な運用と言うのは不可欠なことであるが、

この点については後に改めて述べる。

また、個人資料についても特記したが、これは多くの大学アーカイブズ関係者が述べるよう

に19)、個人資料が事務文了II:等の補完のみならず多様な役割を果たしており、いわゆる「収集

アーカイブズ」の手法も'一分に取り入れる必要があると考えている。筆者はアーカイブズとし

ての優先度は「組織アーカイプズ」に慨<べきと考えているか、それは「収集アーカイブズ」

を否定するものではなく、「組織アーカイブズ」の着実な遂行のkに、「収集アーカイブズ」の

活動を積極的に取り入れていくべきであると考えている。その意味で、個人資料に関する項目

も加えている。

その他、社会連携、調査研究、教育については記した通りであるが、的確な資料の収集・整

即・保存・公開の業務が資料の利活川の点で社会連携・研究・教育の諸要件に寄与するとい

う位置づけである。

18）その点にかかわって、小池↓！｛一は学内のシンクタンク的存在としての大学アーカイブズを提起し

ている（｢独立行政法人下の大学公文?|:館｣、「九州大学大学史料室ニュース」第17号、2001年)。筆

者は大学アーカイブズにそこまでは求めていないが、現場の教職員等から求められたときに、す

ぐ・に文沓等の出納や'h'i報の提供ができる態勢を整えておくことは岐低限の条件であろうと思われ

る。

19)例えば、前掲小池「大学文iII:il.i論一広烏大学文i!}:館を一例に－」等。
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②広報・アウトリーチ

A,運営/C,研究/D,教育

○学内の教職員に対し、アーカイブズの所蔵資料や諸活動を広く伝えることで、所蔵資

料等に対する認識を高めてもらい、以て(A)説明責任・情報公開への対応や自身の

業務への参照等/(C)自身の研究/(D)講義等の教育活動〔下線部分は各要件に

よって置き換える－筆者註〕に利活用できる基盤を整備することができる。

B,社会連携

○アーカイブズの所蔵資料や諸活動について、ホームページ等による情報発信をはじめ、

展示や講座・講演会等を通して、まずはアーカイブズの存在を知ってもらうと同時に、

大学やアーカイブズにおける教育・研究等の各樋活動の成果を発信することができる。

広報やアウトリーチ活動の要諦は、何よりもまずアーカイブズの存在や活動を広く人々に認

識してもらうことにある。その上にこそ、アーカイブズヘの珊解か進み、利用や収集・移管に

効果を生むものと考える。したがって、広報・アウトリーチ活動はアーカイブズにとって不可

欠の活動なのである。上記の運営・研究・教育に対する貢献の意|床は、まさにこの文脈に基づ

くものであり、広報・アウトリーチによるアーカイブズヘの認識や理解の深化が、運営･研究・

教育の場面でアーカイブズの利用という反応でかえってくるということを示している。

他方、社会連携については、広報・アウトリーチ椚動それ''1体が、大学の教育・研究の成果

や大学情報の発信に繋がるものであると位|蹄づけられる。兼粁は別稿20)において、アウトリー

チ活動のミニマム・エッセンスとして「情報発信」「腱示」「識座・識演会」を提示したが、こ

れらの活動には大学の教育・研究成果の発信を含むものが少なくないし、大学アーカイブズに

おける展示等はそれ自体が一つの研究成果の発信と言えなくもない。つまり、社会連携への貢

献が他の要件と異なるのは、他の要件が広報・アウトリーチ活動の結果としてもたらされる効

果であるのに対し、社会連携は広報・アウトリーチ活動それlfi体が貢献主体となるのである。

③調査研究

C,研究

○アーカイブズ職員がアーカイブズ学・記録符理学および大学史研究等をおこなうこと

によって、大学の研究活動に寄与することができる。

D,教育

○アーカイブズ職員によるアーカイブズ学・記録禰;理学および大学史研究等の成果を

アーカイブズ職員等が講義や演習の場を通して教授することによって、大学の教育活

動に寄与することができる。

大学アーカイブズがおこなう調査研究活動について、筆者の基本的な考え方は、アーカイブ

ズの役割を全うするために不可欠な調査研究活動でなければならない、ということである。こ

の文脈で意識しているのは、大学アーカイプズにおける大学史研究の在り方である。すなわち、

大学に限らずアーカイブズ組織は、組織の記録を確実に保存符理することでその歴史を未来に

継承し、あるいは諸活動の証拠として説明責任や情報公|ﾘMの資源を提供する役割を担う組織で

あるから、その観点でよりよい活動や方法論を構築するための調査研究＝アーカイブズ学研究

20）前掲拙稿「アーカイブズにおけるアウトリーチ活動論一大学アーカイブズを中心として－｣。
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／記録符BI!学研究が不mJ欠なのである。アーカイブズに所蔵されている資料.をjllいて組織の新

たな歴史的!"実等をIﾘ,らかにし、それらを時代のなかに位置づけ評価するI淵在研究＝大学史

（歴史学）研究よりも先行するのは》'i然である。しかし、アーカイブズの職貝にはレファレン

スへの対応や腱示企IIIIi等の業務において、当該組織の歴史に精通しておく必要があるし、学内

外の周朋からも大学史にかかわる組織として見られがちである。したかって、アーカイプズ職

員もまた大学史に関する調査研究は主要な業務となる。ただしその業務は、先に記した大学史

研究的なものではなく、あくまで当該組織の朧史に関する知見を深めることに''的がある。結

果として大学史研究的な調査研究がおこなわれることは否定しないし、そのことが大学理念実

現のための研究や教育に資することも否定はしないが、初発から大学史研究的なll的をもって

おこなわれるI淵介研究活動については、基礎的なアーカイブズ活動としては位悩づけにくいも

のと考えている21)｡

その上で、アーカイブズの調査研究活動が大学理念実現に貢献するのは研究と教育である。

アーカイプズ職貝（とりわけアーキビスト）もまた大学に所属する一人の研究肴であるから、

研究をおこなうことは責務の一つであり、アーカイブズや記録管理の理論や実践にかかわる先

端的な研究は、大学のみならず当該学界にも大きな意義を持つものと言えるだろう。さらにそ

うした研究活動の成果は、教育の場を通して広く学生にも伝えられるべきと考える。その意味

で、すぐれた研究活動の推進が、大学教育にも少なからず貢献できるものと思われる。

④教育

D,教育

。主としてアーカイブズ学や博物館学芸員養成等の教育において、アーカイブズ活動全

般にかかわる教育や実習にアーカイブズが参l'l'iすることによって、みずからの機能を

ノ,3かした形で大学の教育活動に寄与することができる。

。雁史学教育等におけるアーカイブズ所蔵資料の利活用方法についての教育等、様々な

学問分野の教育におけるく場〉やくツール〉としての機能を果たすことによって、半

ば間接的に大学の教育活動に寄与することができる。

大学アーカイブズの教育活動は、主として大学理念実現のうちの教育要件に貢献する。この

貢献には二つの側面がある。一つは大学アーカイプズ自身による教育活動、もう一つは大学

アーカイプズが教育活動のく場〉ないしくツール〉となる、ということである。

まず、第一の大学アーカイブズ自身による教育活動について･教育活動を担うのはアーキビ

スト等のアーカイプズ職員である。そして、提供すべき教育内容はアーカイプズ学や記録管理

学等である。アーカイブズ職員が現場での実践やそれを通じて考察した課題などを学生に教授

していくわけだが、アーカイブズの歴史や機能等の理論はもとより、実料も不III欠である。森

本祥jaによれば、米|I(Iではアーキビストとしての実務絲験を聴視することから、アーキビスト

養成のカリキュラムには含まれていないものの、学生のアーカイブズでのインターンシップを

21）この主張はすでに前掲拙稿「大学アーキヴィスト論」でもおこなっており、基本的な主張は現在

も変わらない。また念のため断わっておくが、アーカイブズの職員が初発から大学史研究的な目

的に基づく研究をおこなうことも筆者は否定していない。それは個人の研究の自lllであり、そこ

まで束縛することはできない。ただし、そうした研究はアーカイブズの組織としての研究である

とは一概には言い難い、ということを付言しておく。
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奨励しているという22)｡lil氏が論考のなかで取り上げたテキサス大学の大学アーカイブズの一

つであるドルフ●ブリスコー・アメリカ史センターでも、I'1大学のアーキビスト錠成課程学生

のインターンシップを受け入れており、センターの側もまた「自らを教育機関と認識し、スタッ

フは教青行とのI,,覚を持っている｣23）とのことである。アーキビスト制度のｲj無等の点で、ア

メリカとll本のり；例を単純に比較することは控えるべきであるが、理論と実務とがつねに応答

するアーカイブズ学において、現場での経験を獄むことは、それに基づいたHI!倫櫛築が可能に

なる等、きわめて有意義な取り組みである。したがって、教育活動の一環として実w生を受け

入れることで、米II(IのようにH本の大学アーカイブズもまた教育機関としてI'I認し、学生に対

する教育活動をおこなっていくべきであると考える24)｡

第二の大学アーカイブズが教育活動のく場〉ないしくツール〉となる、ということについて。

上記では歴史学教育を聯例として挙げたが25)、アーカイブズには多様な資料が所蔵されること

から、アーカイブズ学や歴史学はもとより、情報学、行政学、教育学等、様々な学問分野の教

育に活用することがⅡJ能である。〈場〉という観点では、そうした資料の利活川万法をアーカイ

プズ職貝が手解きする場として、あるいはアーカイブズの活動や存在それI'I体をクローズアッ

プさせ、組織運憐や行政梼理の視点から捉える経営学や行政学を学ぶ場としての在り方が考え

られるし、〈ツール〉という観点では、所蔵資料を用いた歴史学、教育学等の教育活動が考えら

れる。そのような意味で、アーカイブズの教育活動は、アーカイブズ主体の教育涌動のみなら

ず、他の学問分野の教育活動にも提供できるという二つの側面を有しているのである。

2.3小括

以上、大学fII!念実現のI川要件への大学アーカイブズ活動の貢献の在り〃について記してきた。

このようにIIIIj荷の|則係性をIﾘl確にしておくことは、次章で取り上げる叫体的施策の榊築や連川

に際しても砿喫なことである。なぜなら、みずからのおこなっている活動がどういう愈味があ

るのかをつねに即念との関係に基づいて確認することができるし、例えば、おこなっている活

動が仮に不I淵に終わり代替案の策定が求められたとき、理念との関係から改めてその活動の意

義を再認識し､計l'l'iの練り直しをIMIることができるからである｡理念という軸があることによっ

て、そこを起点とした活動の構築と体系化が可能となるのであり、これこそが戦略の砿要な意

義なのである。

22）「これからのアーキビスト擬成の課題についての一考察：アメリカの現状をふまえて｣、「学州塊大

’ﾂ:文学部{ﾘ|究ｲli縦」鋪56号、2010ｲ|ﾐ。

23)nl:232n｡

24）なお、現在l1本の大学アーカイブズの多くでおこなわれているのは「I'|校史教育」である。兼行

はアーカイプズ職貝の専門性から言っても、担うべき教育は「ILI校史教育」（あるいは大学史・高

等教育史教育）およびアーカイプズ学・記録管理学教育であると考えている。なお、飛行の「''1

校史教育」に対する考え方については、前掲拙稿「大学アーキヴィスト論」を参照されたい。

25）これはMarcusC.Robyns,..TheArchivistasEduCator:IntegratingC㎡ticaIThinkingSkillsinto

HistoricalResearchMethodslnstruction".7WeA"把減“〃A〃〃"is#,VOl.64(Fall/Winter2001)から

示唆を得た。なお、lb1論考の内容については、前掲拙槁「大学アーキヴイスト論」で紹介している。
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3．具体的施策への考察：重点施策を中心に

本章では、前章で検討した活動戦略を基に、それを実現するための具体的な施策の考察に入

りたい。前章で指摘した大学アーカイブズ主要四活動は、それI]体がすでに施策の側imをｲiし

ており、それぞれの活動を精綴化していくことは不可欠であるが、そのすべてについて本柵で

詳述するのは紙1幅の都合から|仙難である26)。そこで、本柵ではとくに強化すべき部分を砿点施

策として位置づけ、いくつかの活動を考察していきたい。

3.1記録管理への積極的関与と連携

大学アーカイブズが所蔵する各種資料のなかで、比較的大きな割合を占めるのが親組織たる

大学事務組織が作成・収受した文普＝事務文書である。IKI立大学法人等の場合は法人文脊と呼

ばれ、2011年4月に施行された公文書管理法によって、法人の記録管理は当該法律の規定に雄

づいて運用されることとなった。保存期限が満了した法人文祥は、基本的に学内のアーカイブ

ズ（いわゆる「|KI立公文7II:館等｣）に移管されることになるが27)、この移管にかかわる法人文

害の保存ないし廃棄の決定について、公文書管理法第5条5は次のように規定している。

行政機関の長は、行政文書ファイル及び単独で杵III!している行政文言（以下「行政文ill:

ファイル等」という。）について、保存期間（延挺された場合にあっては、延長後の保ｲf期

間。以下同じ｡)のill';了前のできる限り早い時期に、保存期間が満了したときの梢|i'iとし

て、歴史公文書等に該当するものにあっては政令で定めるところにより国立公文許館等へ

の移管の措祇を、それ以外のものにあっては廃棄の描i間をとるべきことを定めなければな

らない。

すなわち、現用文洲:の作成部局において文書の保存・廃棄を決定し、保存決定された文III:の

みをアーカイブズに移禰:するという仕組みである。アーカイブズがその決定に関与できないこ

とについては選別の容観性や公平性等の点で大きな|川題が残る28)。しかし、逆の視点から兄れ

26）個別の活動に|則する検討は別稿を期したい。なお、広撒・アウトリーチ活動については、すでに

前掲拙稿「アーカイブズにおけるアウトリーチ活動論一大学アーカイブズを中心として－」を発

表しているので、そちらを参照されたい。

27）ただし、2011年411の公文書管理法施行時点で、「国立公文lif館等」として政令指定を受けた大学

アーカイブズは6組織にとどまる。その他の国立大学法人においては、保存期限満了後で保存す

べき法人文書の取り扱いは、当面、保存期限の延長を以て、つまり現用文書として保管するよう

である。政令指定を受けた大学アーカイブズが6組織にとどまったのは、内閣府が求める「I1(I立

公文書館等」への認定雌準（例えば、内閣府が作成した「特定歴史公文書等の保存、利用及び廃

棄に関するガイドライン｣）があまりに厳しいためである。この問題については、本稿の論胃から

外れるのでこれ以上述べないが、このことに起因する大きな懸念は、「国立公文書館等」が指定さ

れないために、保存すべき砿要な法人文書がアーカイブズに移椅されず、廃棄されてしまう危険

性が生じることである。

28）ただし、一部の|RI立火学法人では、Inl法施行後もアーカイブズが現用文書の保存・廃棄決定＝評

価選別権限を有することができるよう規定を整備したところもある。例えば､京都大学では、「｢京

都大学大学文背:館への法人文書等の移管等に関する要項」を一部改正し、総括文書管理者は朧史

公文書等の認定又は廃棄の決定を「大学文書館長に専決させることができる」という条文を設け、

これまでの作業の継続性を担保することとした」とのことである（西山伸「公文書管理法施行へ

の京都大学大学文i$館の対応」［｢京都大学大学文書館だより」第20号、2011年])。
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ば、だからこそアーカイブズの側が積極的に現用文書の杵理分野に関与していかなければなら

ないとも言える。

他方、私立大学の場合は、現用事務組織からアーカイブズヘの事務文書の移管にかかわる規

程類が存在していても空文化しているケースか多く、アーカイブズ職員の個人的な努力等で文

書か移管されることが多いという29)oそのため、保存期限満了後の文書の体系的な保存椅理が

できていないところが課題点として挙げられる。

現用期間の文書や記録の杵理にかかわる分野を「記録欄:即」あるいは「レコードマネジメン

ト」と呼ぶ。記録符理とアーカイブズはく川上一川1,．〉とよく言われるように、機能的に切り

離せない関係にあり、1'llj荷の連携は組織の体系的な記録の保存管理にとって重要である｡ll本

の大学アーカイブズにおいても記録管理への積極的な関与をおこなっている名古屋大学の覗例

等がよく知られているが30)、改めてアーカイブズがなぜ記録椅理に関心を払うべきなのか確認

しておく。WilUamJ.Maherは､アーカイブズで公開されるであろう記録の作成や管理にかかわ

るのが記録管理の分野なのだから、アーカイブズも積極的な役割を果たすべきと述べ、さらに

詳細な理由を四点にわたって述べている。

①アーカイブズと記録管理の間に理論的．実務的な強固な関係性がある。

②選別・編成・記述といった鍵となるアーカイブズ機能の成果は、現用記録の質に大きく

影響を受ける。

③アーキビストが記録符理にかかわるようになる多くの実務的理由がある（記録符恥か多

くのアーカイブズの任務を容易にするだけでなく、砺要な広報のメリットを提供するこ

とができる)。

④アーカイブズか大学における唯一の記録プログラムである限り、重要な記録の保存に対

して、何らかの1it任を負う必要があるかもしれない31)。

的確な記録管理がアーカイブズ活動の質とかかわるという視点、あるいは資料の整即や符理

の点で記録管理とアーカイブズ管理が共通する部分が少なくなく、したがってアーカイブズが

関与する場面も出てくる、ということが指摘されている。この後、Maherは自著のなかで記録

待理プログラムの設計や検討点等を詳しく述べており大変参考になるが、ここでは紙IIIWの|則係

から省略する｡Maherが指摘するように、アーカイブズの質を決定づけるのが記録管理である

ならば、アーカイブズが記録管理システムの構築等に際し、積極的な役割を果たすべきである

ことは論を俟たないであろう。記録管理とアーカイブズが緊密な連携をおこない、記録の体系

的な保存管理か|xlられることは、組織の情報公開や説lﾘl責任の基盤として不可欠であるし、業

務の参照にも有効である。まさに前章で指摘した活動戦略の一つに合致するテーマなのである。

それをまずはアーカイブズの側から積極的におこなうことで、上記の目的を実現していかなけ

ればなるまい。では、どのような関与や連携の方法があるだろうか。諸外国でおこなわれてい

るように現用記録作成段階からのアーキビストの関与等、いろいろな方法論が考えられるが、

29）前掲菅「大学アーカイブズの社会的使命｣。

30）山口拓史「大学文諜資料室と法人文書管理支援一シームレス型記録管理の試み」（｢名占屋大学大

学文書資料室紀要」第13号、2005年)。

31)WimamJ.Mahar,7ﾙeM(z"(zgwwe"#QfCb"電2α"dU"ん2海ﾉ〃Aだ〃"es,'I11eSocietyofAmerican

Archivists,1992,pp.284-286.(引用者私訳）
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ここではメタ・データを取り上げてみたい。記録符即の分野でも、情報公開制度等とのl則係か

ら検索システムを導入しているところは少なくない。一〃、アーカイブズでも独自に検索シス

テムを櫛築しているケースがみられる。そこで考えうる一つの方策は、11l'j荷のメタ．データの

共通化である。そうすることで、移管や整理の際に、ld'j者のデータの共有化がスムーズになる

のではないかoこのことは、すでに始まりつつある通子記録化への対応の観点から見ても重要

であると思われる。11本でもすでに奄子記録を前提とした記録の移管や保存に関する検討がお

こなわれているが32)、詣外国では現実の問題として地f記録への記録答即・アーカイブズの取

り組みが求められている。そこには』'1然、これまでの紙媒体の記録の取り扱いとは異なる状況

が現出されることが容易に予想され、ますます両者の連携が必要となる。メタ．データの共通

化は一つの方策であるが、それを含めた記録管理とアーカイブズの連携は今後さらに求められ

てくるだろう33)。

さらに、記録↑”'1にかかわってもう一つ付けDllえるべきアーカイブズの役割は、記録袖;III!の

重要性を現場の事務職員に啓発することではないだろうか。的確な記録符理が現在そして将来

の大学組織にとってどのような意味を持つのか、そのことを認識させることが重要なのである。

この点について、インディアナ大学の大学アーキビストであるPhilipC.Bantinは、個別の堺例

も紹介しつつ次のように述べて強調している。

大学の事務職員は記録管理に関心を払うべきです。なぜなら記録には組織の活動がillきと

められ、かつ情報に基づいた意思決定やアカウンタビリテイの確保、社会に対する大学理

念の実現のために不ﾛI欠だからです。工事契約のコピーの保存場所が見つけられないこと

を想像してください。学生が単位のilMrを主恢したとき、あなたの組織でその主碓を確か

めるか、または否定する記録がなかったとしたら。学生が自身の成紙にアクセスして変更

できたらどうなりますか。研究のためのデータをもし間違えて廃棄してしまったとしたら

どんな損害かありますか。職員が内部の政策記録の岐終版の保存場所を見つけられないと

きの混乱を考えてください。非常にYt爪なデジタルアーカイブコレクションか失われたと

したら何か起こりますか。焦点を､I1てる領域が符即、教育、研究のいずれであるにもかか

わらず、記録管理は重要なのです｡34）

記録祷理か大学にかかわるすべての飯域において砿要であることを分かりやすく述べている。

それらがいずれも職貝に身近な業務であるからこそ、記録管理の重要性が主張されるのである。

その点で、啓発のための具体的な方法論としては、記録の管理や保存にかかわる研修の実

32)ll本ではすでに2005年度、内閣府に「岻r媒体による公文書等の管理・移管・保存のありﾉjに関

する研究会」が設|冊され報告書が示された。その後もII(I立公文書館等を'l'心としてこのllll迦に|則

する検討が続けられている。

33）なお、この点にかかわって、RichardJ.Coxは、このような電子記録化時代の1､~で、アーカイブズ

においてもデジタル情報システムに適応nJ能な実務にいかに調整していくかが課題であるとし､と

くに大学のすべての記録作成者と､組織を超えたパートナーシップを構築するべきであると強‘淵し

ている。システムの確立と同時に、それを担う人との繋がりを重視する視点については轆打も賛

｜両lする(RichardJ.Cox,･TheAcademicAl･chivesoftheFuture",ED[ﾉCnUSER""",vol.43,no.2

(March/April2008),http://net.educause.edu/ir/library/pd"ERMO826.pdfで参照可能)。

34)PhilipC.Ban6n,"RecordsManagementinaDigitalWorld",ED(ﾉCluSEα"陀加γA""edRes"〃"，
ResearchBulletinVOlume2002,Issuel6,August6,2002,p.2.(引用者私訳）
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施35)や、アーカイプズ所蔵の記録へのアクセスによる業務参照事例あるいはレファレンス'I‘例

のA1知等をおこなうことが指摘できる。そうした活動を通して、記録符即の現在および将来に

対する意義を事務職uにliりけて強調することで、彼らの独断に基づく記録の廃棄か如何に問題

であるかを認識してもらうことができるであろう。と|司時に、こうした活動を継続することが、

実は記録管理にとどまらず、アーカイブズの存在意義や役割を啓発することにも通じると考え

る。すなわち、的確な記録管理によって移管されたアーカイブズが、’'1身の業務の先例確I忍等

に祇川できたという災感を得ることが｛'1よりも重要なのである。アーカイブズの存在や役削を

身近に体感することで、その意義がより深く理解されることとなろう。そうしたことの搭Wiが、

記録椅理の重要性をHI!解する職員の蛸加に繋がり、ひいては大学記録の体系的な保存が望める

ようになるのである。これは記録管理システムの導入あるいは記録符理とアーカイプズとの連

携ということを越えて、大学にアーカイブズを根付かせる吸要な活動にもなりえる。まさに大

学アーカイブズの活動戦|略における砿点施策なのである。

3.2「社会連携」の枠組みを拡げる

次に挙げられる施策は社会連携に関するものである｡lii噸では、資料の公開や広報．アウト

リーチ活動を社会辿挑の視点から位|肘づけてみたがこれらはいずれもアーカイブズの側から

の一方向的なアプローチである。そうした取り組みだけではなく、双方向的な社会述挑の形

というものはあり得ないだろうか。その点にかかわって、水越伸は社会連携を以下の三つに

分類している。

社会貢献…大学の知を社会に還元し、貢献する添勤。大学の知識や知恵を一般の人々わか

りやすく紹介する公開講座や出前授業などはこれにあたる。

社会循環…大学と社会のディスコミュニケーションを解消する活動。両者のコミュニケー

ションをめぐるメディア・リテラシーを育み、対話のlul路を生みだす。

社会共創…大学が社会と協働し、新たなことがらをﾉkみだす活動。研究肴や学生が、その

大学のある地域の課題に取り組み、新しい111i値やしくみ、システムを社会とと

もにiill造する｡36）

この分類に従うと、これまで本稿で述べてきた社会述挑の在り方は「社会貢献」のみであっ

た。その分野に力を入れアーカイブズの存在を広く知ってもらうとII1時に、さらに「社会術環」

や「社会共創」のぢえ方まで含み込んだ「社会連携」を模索することによって、アーカイブズ

の多様なﾛI能性か拓かれるものと思われる。

なお、こうした考え〃はすでに大学アーカイブズ研究において検討がなされている。鈴木秀

幸はI'I身の所属するIﾘl治大学史資料センター等における様々な取り組みを紹介し、アーカイプ

ズの「外への参力ll」と「外からの受入」の重要性を強I淵している37)。こうした先駆的な取り組

35）なお、国立大学法人に限られるが、公文書管理法では、法人の長に対し、当該組織の職llに対し

て「公文書等の符HI!を適正かつ効果的に行うために必笈な知識及び技能を習得させ、及び向上さ

せるため」の研修の実施を求めている（第32条)。

36）水越伸「社会連携ってなんだろう」（｢情報学研究学環」第80号、東京大学大学院情報学環紀要、

2011年)。
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みを手掛かりに、「社会連携」の枠組みを拡げていくことが、アーカイブズの理念を実現する一

つの方法になると思うが、筆者はとくに重視しなければならないこととして、アーカイブズで

なければできない／だからこそできる「社会連携」の在り方を模索する必要性があるように思

う。IxI耆館でも博物館でもないアーカイブズだからこそできる「社会連携」の形とは何か。例

えば、学内外の様々な組織の歴史を残していく作業、それはすなわち組織にアーカイブズ・シ

ステムを椛築する作業である。記録の適切な符理と保存が、将来llt代にとって貴重な資源とな

ることをアーカイブズはみずからの業務の遂行と蓄積によって認識している。そうした認識と

そのための方法論を積極的に提供することによって、地域や社会のl縦史や記録を未来に残すこ

との手助けができるのではあるまいか。この視点は水越の分類に言うところの「社会共創」に

該当する。こうした取り組みでは、地域の|坐I治体アーカイブズとの連携等の可能性も考えられ、

大学により地域により様々な方法論があり得ることから、そうした取り組みの蓄積によって、

多様な「社会連携」の在り方が模索され実践されることが求められるであろう。

3.3大学アーカイブズによるアーカイブズ学教育の方法論の確立

大学アーカイブズの教育活動への|卿与はかねてから筆者の強調するところであるが、教育の

ためのカリキュラムを開発することは不''l.欠である。諸外I玉|においても、大学アーカイブズが

主体となって教育活動をおこなう事例は少なく、これは日本の大学アーカイブズの特色とも言

える。であるならば、個別の大学毎にカリキュラムを策定するにとどまらず、広く国内の大学

アーカイブズ間で当該カリキュラムを開発するということもI'1能である。周知のように、大学

アーカイブズがその択い手として広く認識されている教育に「|'|校史教育」があるか、これに

ついては教育学界を中心としてこれまでに多くの検討がなされてきた38)。同様に、アーカイブ

ズ学教育についても大学アーカイブズがその担い手になることによってどのような利点があり、

かつどのようなカリキュラムが準備できるか、さらには実際に教育をおこなったことによる効

果や反応の検討を通して、よりその内容が洗練されるのではないだろうか。本稿においては紙

幅の都合から指摘にとどめ、別稿においてより詳しく検討したい。

4．むすびにかえて：「戦略」から「評価」へ

これまで大学アーカイブズの即念をAllｲllに実現するべきか、そのためのﾉ法を活動戦l略論と

して検討してきた。最初に述べたように、本柚の記載内容はあくまで兼者の大学アーカイブズ

理念に基づいて考察したもので、かつ大学アーカイブズ活動にしても雌低限の内容のみに立脚

した戦略試論であるから、大学アーカイブズの活動の拡がりはこの範州にとどまるものではな

い。しかし、蚊低限である以上、本稿に示した大学アーカイブズ活動はおこなわれなければな

らないと考える。その上で、次に活動職略として求められるのは、佃々のアーカイブズ活動に

37）鈴木秀幸「節lノリ・第五の大学史活動一試行と定立の中で－」（｢大学史涜料センターグループ測告

第29集大学史活動』2008年)。

38）このテーマにかかわる検討は枚挙に暇がないが、比較的近年の動きとして、2009年1月に立教大

学でおこなわれたシンポジウム「l'I校教育の到達点と今後の課題」がある（なおその内容は『大

学教育研究フォーラム』第14号、2009年、にまとめられている)。
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おける具体的な目標設定や方法論の検討である。本来ならばそれらの点についても本稿で触れ

るべきところであるか、すでに紙幅も尽きていることから、別稿に譲りたい。ただ、本稿の考

察によって、大学アーカイブズの理念と諾活動の関係性が明確となり、活動戦略の基盤となる

考え方を明示することかできた。したがって、11N別の活動の戦略についても、この考え方に蕪

づいて構築されるべきであろう。

最後に一点指摘しておきたい。それは組織が戦略を有することの意義である，冒頭に記した

ような、理念実現のための活動の整理・体系化や構築を図るものとしての戦略の意義とは異な

る、もう一つの意義についての指摘である。理念を実現するために考察される戦略論は、ビ

ジョンの設定から個別施策の策定まで非常に糸ll1か<設定されることになる。当然、到達目標や

実現可能性が設定・検討され、それにﾙllかなければ戦略の練り直しを求められることになる。

そう考えるとき、戦略の存在は組織の評価雅準にも置き換えることができるのではないだろう

か。大学に限らず、アーカイブズにおける評価の問題を如何に考えるかという点については多

くの議論がある。殊に大学は、「自己点検･評価」や「外部評価」等、組織に評価が求められる

時代となっている39)。アーカイブズの評価基準として、入館者数や閲覧申請件数が重視され

るのか、あるいは移符・収集資料の数量や活動実績が評価されるのか定まった見解は無い。

そこで、アーカイブズ自身が組織の戦略を策定することで、それを評価基準とするのである。

もとよりそれは「l'II=L評価」の部類に属するものではあるが、その存在によって日々の活動を

戦略の下に捉え1I『し、重点施策や問題の所在を明らかにすることが可能となる。さらに言えば、

その戦略が大学アーカイブズに広く一般化することができたとすれば、それは「自己評価」の

枠を越えて、まさしく大学アーカイブズ共通の評価基準ともなるのである。国・公・私立の別、

あるいは活動規模の大小等の点で、評価基準の一般化が容易ではないことは承知しているが、

アーカイブズ活動が多くの大学でおこなわれている現状をみるとき、アーカイブズの評価にか

かわる問題は、今後亜要な検討課題として認識されなければならないだろう。「戦略」と「評

価」を如何に結びつけることができるか、このことの可能性については柵を改めて論じること

にしたい。

1

39）なお、大学のrl己点検・評価と大学アーカイブズとの関係については前掲背「｢自己点検・評111i｣･

「教育研究」と大学アーカイブズ」が詳しい。そこでは「これまでのll本の大学アーカイブズが、

大学の自己点検・評価に貢献したという事実は存在しないと思われる」（45頁）と指摘されている。
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